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〈講演内容〉

１．九州の河川特性

２．九州における近年の災害

３．河川管理施設の被災・不具合事例

４．河道管理基本シートの活用
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議題内容



１．九州の河川特性
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九州の気候特性（台風）

※ 近年約２０年間に台風が最初
に上陸した地域別回数

（Ｈ13～R2）

○九州は台風が最初に上陸する地域であり、
しかも、勢力の強い状態で上陸するため、風
水害が発生しやすい。

○H13～R2に日本に上陸した台風の30％以上
が九州に上陸。

〇九州以外の地方に上陸する場合でも、九州
付近を通過する事が多く、風水害の危険性
が高い。

出典：気象庁HP
（一部速報値を使用）

地域別台風上陸回数（H13～R4） 69回
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出典：各河川の河川整備基本方針・基本計画を基に作成
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河川の主な災害による災害要因となった気象_棒グラフ
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河川の主な災害による災害要因となった気象_棒グラフ (2)
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Sheet1 (4)

		

		発生日		発生原因		河川名 カセンメイ																										台風 タイフウ								梅雨 バイウ		合計 ゴウケイ

		明治26年10月13日～15日		台風2号		山国川 ヤマクニカワ																								松浦川 マツウラカワ		0								5		5

		6,768		台風5号		山国川 ヤマクニカワ																								遠賀川 オンガガワ		0								4		4

		14,168		台風		肝属川 キモツキカワ																								山国川 ヤマクニカワ		3								1		4

		昭和18年9月		台風26号		緑川 ミドリカワ		番匠川 バンジョウ																						大分川 オオイタガワ		3								1		4

		昭和20年9月		台風		嘉瀬川 カセカワ																								大野川 オオノカワ		3								1		4

		昭和24年8月		ジュデス台風		嘉瀬川 カセカワ																								番匠川 バンショウカワ		3								0		3

		昭和29年9月		台風12号		大淀川 オオヨドカワ		五ヶ瀬川 ゴカセカワ		小丸川 チイマルカワ																				五ヶ瀬川 ゴカセカワ		3								0		3

		昭和32年9月5日～7日		台風		大分川 オオイタカワ																								小丸川 チイマルカワ		4								0		4

		昭和46年08月		台風19号		球磨川 クマガワ		川内川 センダイカワ		肝属川 キモツキカワ																				大淀川 オオヨドカワ		6								1		7

		昭和46年8月		台風23号		大淀川 オオヨドカワ																								肝属川 キモツキカワ		3								2		5

		昭和51年7月		台風9号		川内川 センダイカワ																								川内川 センダイカワ		4								7		11

		昭和55年8月		台風12号		菊池川 キクチカワ																								球磨川 クマカワ		1								2		3

		昭和57年8月		台風11号		小丸川 チイマルカワ																								緑川 ミドリカワ		1								3		4

		昭和57年8月		台風13号		大淀川 オオヨドカワ																								白川 シラカワ		0								3		3

		昭和60年8月		台風13号		筑後川 チクゴガワ																								菊池川 キクチカワ		1								5		6

		平成元年7月		台風11号		川内川 センダイカワ		大淀川 オオヨドカワ																						本明川 ホンミョウカワ		0								3		3

		平成2年9月		台風20号		小丸川 チイマルカワ		大淀川 オオヨドカワ																						矢部川 ヤベカワ		0								2		2

		平成3年9月		台風17・19号		筑後川 チクゴガワ																								六角川 ロッカクカワ		0								6		6

		平成5月8日		台風7号		五ヶ瀬川 ゴカセカワ																								筑後川 チクゴカワ		2								1		3

		平成5年9月2日～4日		台風13号		山国川 ヤマクニカワ		大分川 オオイタカワ		番匠川 バンジョウ																				嘉瀬川 カセカワ		2								2		4

		平成9年9月		台風19号		川内川 センダイカワ		大分川 オオイタカワ		番匠川 バンジョウ		五ヶ瀬川 ゴカセカワ		小丸川 チイマルカワ		大淀川 オオヨドカワ		肝属川 キモツキカワ

		昭和38年6月		集中豪雨		嘉瀬川 カセカワ

		平成05年		豪雨		川内川 センダイカワ

		昭和28年6月		梅雨前線		遠賀川		筑後川 チクゴガワ		松浦川 マツウラカワ		嘉瀬川		六角川 ロッカクカワ		矢部川 ヤベガワ		菊池川 キクチカワ		白川 シラカワ		緑川 ミドリカワ		山国川 ヤマクニカワ		大分川 オオイタカワ						台風 タイフウ		低気圧 テイキアツ		前線 ゼンセン		豪雨・暴風雨 ゴウウボウフウウ		梅雨・秋雨前線 バイウアキサメゼンセン		合計 ゴウケイ

		昭和32年7月		梅雨前線		本明川 ホンミョウカワ																								山国川 ヤマクニカワ		4								1		5

		昭和37年7月		梅雨前線		菊池川 キクチカワ																								大分川 オオイタガワ		6								1		7

		昭和40年7月		梅雨前線		菊池川 キクチカワ		球磨川 クマガワ																						大野川 オオノカワ		6		1						1		8

		昭和42年7月		梅雨前線		松浦川 マツウラカワ																								番匠川 バンショウカワ		6								0		6

		昭和46年06月		梅雨前線		川内川 センダイカワ																								五ヶ瀬川 ゴカセカワ		3								0		3

		昭和47年6月・7月 ガツ		梅雨前線		川内川 センダイカワ		松浦川 マツウラカワ		川内川 センダイカワ																				小丸川 チイマルカワ		5								0		5

		昭和54年6月		梅雨前線		遠賀川		川内川 センダイカワ																						大淀川 オオヨドカワ		10				1		1		1		13

		27,935		梅雨前線		肝属川 キモツキカワ																								肝属川 キモツキカワ		7								2		9

		昭和55年8月		梅雨前線		遠賀川		松浦川 マツウラカワ		六角川		白川																		川内川 センダイカワ		7						2		6		15

		昭和57年7月		梅雨前線		六角川		本明川		菊池川 キクチカワ		球磨川 クマガワ		川内川 センダイカワ																球磨川 クマカワ		5						4		2		11

		昭和62年07月		梅雨前線		川内川 センダイカワ																								緑川 ミドリカワ		3				1				9		13

		S63年5月3日～4日		前線		緑川 ミドリカワ																								白川 シラカワ		0		3						8		11

		平成2年6月・7月 ガツ		梅雨前線		矢部川 ヤベガワ		松浦川 マツウラカワ		嘉瀬川 カセカワ		六角川		菊池川 キクチカワ		白川														菊池川 キクチカワ		1								8		9

		平成5年7月		前線		大淀川 オオヨドカワ																								本明川 ホンミョウカワ		0		1						3		4

		平成5年8月		梅雨前線		六角川																								矢部川 ヤベカワ		0		2				1		2		5

		34,182		前線		肝属川 キモツキカワ																								六角川 ロッカクカワ		0						3		3		6

		平成7年7月		梅雨前線		六角川																								筑後川 チクゴカワ		2								6		8

		H 9年7月6日～12日		梅雨前線		緑川 ミドリカワ																								嘉瀬川 カセカワ		2		1						6		9

		平成11年7月		梅雨前線		本明川																								松浦川 マツウラカワ		0		1						7		8

		平成15年7月		梅雨前線		遠賀川		川内川 センダイカワ																						遠賀川 オンガガワ		0								5		5

																																台風 タイフウ		梅雨・秋雨前線 バイウアキサメゼンセン		低気圧 テイキアツ		前線 ゼンセン		その他・豪雨 タゴウウ		合計 ゴウケイ

																														本明川 ホンミョウカワ		1		3								4

																														松浦川 マツウラカワ		1		7								8

																														六角川 ロッカクカワ		4		7								11

																														嘉瀬川 カセカワ		3		6								9

																														筑後川 チクゴカワ		2		6								8

																														矢部川 ヤベカワ		2		3								5

																														菊池川 キクチカワ		1		8								9

																														白川 シラカワ		3		8								11

																														緑川 ミドリカワ		5		10								15

																														球磨川 クマカワ		5		6								11

																														川内川 センダイカワ		7		8								15

																														肝属川 キモツキカワ		7		2								9

																														大淀川 オオヨドカワ		9		1								10

																														小丸川 チイマルカワ		6		0								6

																														五ヶ瀬川 ゴカセカワ		8		0								8

																														番匠川 バンショウカワ		6		0								6

																														大野川 オオノカワ		7		1								8

																														大分川 オオイタガワ		15		3								18

																														山国川 ヤマクニカワ		4		1								5

																														遠賀川 オンガガワ		0		5								5
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				発生日		発生原因		被災市町村		被害状況

		遠賀川		昭和28年６月		梅雨前線		直方市　等		倒壊家屋　　　　　　８８９戸

										流出家屋　　　　　　　６４戸

										浸水家屋　　　３８，７９１戸

				昭和54年６月		梅雨前線		中間市		倒壊家屋　　　　　　１０１戸

								直方市		浸水家屋　　　　６，１６３戸

								飯塚市　等

				昭和55年８月		梅雨前線		北九州市		倒壊家屋　　　　　　　１９戸

								　 八幡西区		流出家屋　　　　　　　６７戸

								小竹町　等		浸水家屋　　　　２，２４７戸

				平成15年７月		梅雨前線		飯塚市		倒壊家屋　　　　　　　６３戸

								穂波町		浸水家屋　　　　３，３７５戸

								赤池町　等

		筑後川 チクゴガワ		昭和28年6月		梅雨前線		流域全体		死者147名、

										床上浸水49,201戸

				昭和60年8月		台風13号		河口部		床上浸水487戸

										床下浸水1,517戸

				平成3年9月		台風17・19号		日田・玖珠地域		風倒木被害1,500万本

										被害面積19,000ha

		松浦川 マツウラカワ		昭和28年6月		梅雨前線		唐津市、東松浦郡、西松浦郡		死者41名、

										浸水家屋30,537戸

				昭和42年7月		梅雨前線		唐津市、伊万里市、東松浦郡、西松浦郡		死者19名、

										浸水家屋9,335戸、

										浸水面積1,451ha

				昭和47年7月		梅雨前線		唐津市、伊万里市、東松浦郡、西松浦郡		死者2名、

										浸水家屋2,913戸

				昭和55年8月		梅雨前線		唐津市、伊万里市、東松浦郡、西松浦郡		死者1名、

										浸水家屋771戸、

										浸水面積1,262ha

				平成2年7月		梅雨前線		唐津市、伊万里市、東松浦郡、西松浦郡		浸水家屋480戸、

										浸水面積1,145ha

		嘉瀬川 カセカワ		昭和20年9月		台風		佐賀市、佐賀郡、小城郡		全壊流出家屋1,074戸、

										浸水家屋4,557戸

				昭和24年8月		ジュデス台風		佐賀市、佐賀郡、小城郡		浸水家屋25,552戸、

										堤防決壊78箇所

				昭和28年6月		大豪雨		佐賀市、佐賀郡、小城郡		浸水家屋31,032戸

				昭和38年6月		集中豪雨		佐賀市、佐賀郡、小城郡		全壊流出家屋25戸、

										浸水家屋219戸

				平成2年7月		集中豪雨		佐賀市、佐賀郡、小城郡		浸水家屋1,056戸、

										農地冠水2,413ha

		六角川 ロッカクカワ		昭和28年6月		梅雨前線		杵島郡		死者3名、

										家屋破壊16戸、

										農地冠水8,434ha、

										浸水家屋14,000戸

				昭和55年8月		梅雨前線		武雄市、多久市、小城郡、杵島郡		浸水家屋4,835戸、

										農地冠水5,400ha

				昭和57年7月		梅雨前線		武雄市、多久市、小城郡、杵島郡		浸水家屋1,939戸、

										農地冠水3,340ha

				平成2年7月		梅雨前線		武雄市、多久市、小城郡、杵島郡		死者1名、

										破堤9箇所、

										家屋損壊47戸、

										農地冠水7,933ha、

										浸水家屋 8,686戸

				平成5年8月		梅雨前線		武雄市、多久市、小城郡、杵島郡		浸水家屋876戸、

										浸水面積1,630ha

				平成7年7月		梅雨前線		武雄市、多久市、小城郡、杵島郡		浸水家屋340戸、

										浸水面積1,780ha

		本明川 ホンミョウカワ		昭和32年7月		梅雨前線		諫早市		死者494名

										行方不明45名

										負傷者1476名

										家屋全壊・流失727戸

										家屋半壊575戸

										一部破損919戸

										床上浸水2734戸

										床下浸水675戸

				昭和57年7月		梅雨前線		諫早市		死者3名

										負傷者1名

										家屋全壊2戸

										家屋半壊11戸

										床上浸水951戸

										床下浸水1457戸

				平成11年7月		梅雨前線		諫早市		家屋全壊1戸

										家屋半壊1戸

										床上浸水240戸

										床下浸水471戸

		矢部川 ヤベガワ		昭和28年6月		梅雨前線		矢部川流域		既往最大

										（詳細不明）

				平成2年6月		梅雨前線		大和町、高田町、瀬高町、山川町		床下浸水1,662戸

										床上浸水484戸

		菊池川 キクチカワ		昭和28年6月		梅雨前線		詳細不明		床上床下浸水15,335戸

				昭和37年7月		梅雨前線		詳細不明		床上床下浸水6,389戸

				昭和40年7月		梅雨前線		詳細不明		床上床下浸水928戸

				昭和55年8月		台風12号		菊池川流域		床上床下浸水3,900戸

				昭和57年7月		梅雨前線		菊池川流域		床上床下浸水3,721戸

				  平成2年7月		梅雨前線		菊池川流域		床上床下浸水1,784戸

		白川 シラカワ		19536.0		梅雨前線		熊本市		死者422名

										傷者1,077名

										家屋被害40,247戸

										田畑被害43,514ha

				29463.0		梅雨前線		熊本市		家屋被害5,400戸

										田畑被害329ha

				33056.0		梅雨前線		阿蘇郡阿蘇町		床上浸水120戸

										床下浸水204戸

										浸水面積23ha

		緑川 ミドリカワ		S18年9月		　九州の東側を東北東に進ん		約340		－

				18日～20日		だ台風の影響を受けて18日夜

						半より降り始めた雨は20日の

						午前中まで降り続き、大きな

						災害をもたらした。

				S28年6月		　梅雨前線の活動により、25日午前より降り始めた雨は夜半から26日午前にかけて小降りとなったが、正午頃より夜半まで強い雨が降り続き、連続雨量は400mm～600mmの大豪雨となり、戦後最大の被害を被った。		約240		－

				25日～27日

				S63年5月		　温暖前線の南下に伴い、3日午後から降りはじめとともに、集中的な豪雨に見舞われた。御船川の島木観測所では1時間雨量94mm、3時間雨量235mmを記録し、御船川では下流部で破堤氾濫が発生した。		約280		5.37

				3日～4日

				H 9年7月		　7月8日から11日にかけて梅雨前線は九州北部に停滞し、南から湿った空気が流れ込み、前線の活動が活発となって、激しい雨が断続的に降り続いた。このため加勢川の大六橋では既往最高水位を記録し、家屋被害が生じた。		約190		4.41

				6日～12日								水位		雨量

		球磨川 クマガワ		昭和40年		梅雨前線		八代市・		死者6名、		9.18m（横石）		873.8mm（五木）

				7月				人吉市等		家屋損壊・流失1,281戸、		5.05m（人吉）		544.5mm（人吉）

										床上浸水2,751戸				576.3mm（八代）

				昭和46年		台風19号		八代市・		死者6名、		9.37m（横石）		461.0mm（五木）

				8月				人吉市等		家屋損壊209戸、		4.23m（人吉）		314.3mm（人吉）

										床上浸水1,332戸				160.8mm（八代）

				昭和57年		梅雨前線		八代市・		死者4名、		9.93m（横石）		356.0mm（五木）

				7月				人吉市等		家屋損壊47戸、		4.60m（人吉）		340.2mm（人吉）

										床上浸水1,113戸				488.0mm（八代）

		川内川 センダイカワ		昭和46年06月		梅雨前線		川内市		全半壊家屋　 74戸

								えびの市		床上浸水 2168 戸

										床下浸水 1321 戸

				昭和46年08月		台風19号		川内市		全半壊家屋　 35戸

								えびの市		床上浸水 804 戸

										床下浸水 2428 戸

				昭和47年06月		梅雨前線		流域全体		全半壊家屋　157戸

										床上・床下浸水

										4951戸

				昭和47年07月		梅雨前線		宮之城町		全半壊家屋　335戸

								鶴田町他		床上浸水 695戸

										床下浸水 1399戸

				昭和51年07月		台風9号		川内市		全半壊家屋　　9戸

								宮之城町他		床上浸水 320戸

										床下浸水 958戸

				昭和54年06月		梅雨前線		川内市		全半壊家屋　 13戸

								宮之城町他		床上浸水 209戸

										床下浸水 539戸

				昭和57年07月		梅雨前線		川内市		床上浸水 105戸

								宮之城町他		床下浸水 197戸

				昭和62年07月		梅雨前線		宮之城町他		全半壊家屋　 17戸

										床上浸水 　 7戸

										床下浸水 101戸

				平成元年07月		台風11号		流域全体		全半壊家屋　 45戸

										床上浸水 171戸

										床下浸水 702戸

				平成05年		豪雨		上流域他		全半壊家屋　 13戸

				40,026						床上浸水 170戸

										床下浸水 423戸

				平成05年		豪雨		川内市他		全半壊家屋　 9戸

				40,031						床上浸水 102戸

										床下浸水 410戸

				平成09年09月		台風19号		上流域他		床上浸水 264戸

										床下浸水 223戸

				平成15年07月		梅雨前線		宮之城町		床下浸水 20 戸

								吉松町

		山国川 ヤマクニカワ		明治26年10月13日～15日		台風2号		中津市他		死者27名

										全・半壊家屋845戸

										浸水家屋5,100戸

				6,768		台風5号		中津市他		死者10名

										全・半壊家屋10戸

										浸水家屋402戸

				昭和28年6月25日～29日		梅雨前線		中津市他		死者不明46名

										全・半壊家屋1,301戸

										浸水家屋15,692戸

				平成5年9月2日～4日		台風13号		吉冨町		床上浸水89戸

								耶馬溪町他		床下浸水36戸

										（直轄区間内）

		大分川 オオイタカワ		昭和28年		梅雨前線		大分市他		死者行方不明者84名

				6月24日～26日						家屋流出・全半壊3,330戸

										床上・床下浸水38,582戸

				昭和32年		台風		大分市他		行方不明者8名

				9月5日～7日						家屋流出・全半壊102戸

										床上・床下浸水13,236戸

				平成5年		台風		大分市他		死者行方不明者7名

				9月2日～4日						家屋全半壊58戸

										床上・床下浸水3,090戸

				平成9年		台風		大分市他		家屋全半壊1戸

				9月13日～16日						床上・床下浸水303戸

		番匠川 バンジョウ		昭和18年		台風26号		佐伯地方		死者　43名

				9月17～20日						傷者　5名

										行方不明者　21名

										全壊家屋　112戸

										半壊家屋　94戸

										流出家屋　143戸

										床上浸水　1,573戸

										床下浸水　4,926戸

				平成5年		台風13号		佐伯市、弥生町、		半壊家屋　2戸

				9月2～4日				本匠村、直川村		床上浸水　183戸

										床下浸水　1,211戸

				平成9年		台風19号		佐伯市、弥生町、		床上浸水　163戸

				9月13～16日				本匠村、直川村		床下浸水　387戸

		五ヶ瀬川 ゴカセカワ		昭和29年9月		台風12号		延岡市 外9町		家屋浸水　6,431戸

										死傷者不明者　31人

										堤防決壊　46箇所

				平成5月8日		台風7号		延岡市 外5町		床上浸水　388戸

										床下浸水　508戸

										死者　1名　負傷者 11名

				平成9月9日		台風19号		延岡市 外5町		床上浸水　1,762戸

										床下浸水　1,217戸

										死者　1人

		小丸川 チイマルカワ		昭和29年9月		台風12号		高鍋町		死傷者・行方不明者60人

				昭和57年8月		台風11号		木城町、南郷村		家屋半壊1戸

										床上浸水1戸、

										床下浸水45戸

				平成2年9月		台風20号		高鍋町		家屋半壊7戸

										床上浸水55戸、

										床下浸水204戸

				平成9年9月		台風19号		高鍋町、木城町		家屋半壊5戸

										床上浸水3戸、

										床下浸水24戸

		大淀川 オオヨドカワ		昭和29年9月		台風12号		宮崎市		死傷者・行方不明者26人

								高岡町		家屋流失・全半壊1,615戸

								高城町		床上浸水9,417戸

								都城市等

				昭和46年8月		台風23号		宮崎市		負傷者4人

								高岡町		家屋全半壊10戸

								高城町		床上浸水294戸

								都城市等		床下浸水1,083戸

				昭和57年8月		台風13号		宮崎市		家屋半壊18戸

								高岡町		床上浸水264戸

								高城町等		床下浸水463戸

				平成元年7月		台風11号		宮崎市		家屋半壊64戸

								高岡町		床上浸水79戸

								都城市等		床下浸水323戸

				平成2年9月		台風20号		宮崎市		行方不明・負傷者6人

								高岡町		家屋全半壊59戸

								都城市等		床上浸水1,187戸

										床下浸水1,908戸

				平成5年7月		前線		宮崎市		死傷者3人

								高岡町		家屋全半壊14戸

								都城市等		床上浸水771戸

										床下浸水784戸

				平成9年9月		台風19号		宮崎市		死傷者5人

								高岡町		家屋全半壊25戸

								都城市等		床上浸水401戸

										床下浸水584戸

		肝属川 キモツキカワ		14,168		台風		高山町他		　死者行方不明者259人

										　全・半壊家屋1,018戸

										　浸水家屋5,067戸

				26,150		台風19号		鹿屋市他		　死者2人

										　全・半壊家屋70戸

										　浸水家屋409戸

				27,935		梅雨前線		鹿屋市他		　死者4人

										　全・半壊家屋30戸

										　浸水家屋187戸

				34,182		前線		鹿屋市他		　全・半壊家屋26戸

										　浸水家屋605戸

				35,689		台風19号		鹿屋市他		　浸水家屋910戸

				昭和28年		梅雨前線		大分市他		死者行方不明者84名

				6月24日～26日						家屋流出・全半壊3,330戸

										床上・床下浸水38,582戸

				昭和32年		台風		大分市他		行方不明者8名

				9月5日～7日						家屋流出・全半壊102戸

										床上・床下浸水13,236戸

				平成5年		台風		大分市他		死者行方不明者7名

				9月2日～4日						家屋全半壊58戸

										床上・床下浸水3,090戸

				平成9年		台風		大分市他		家屋全半壊1戸

				9月13日～16日						床上・床下浸水303戸
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		発生日		発生原因		河川名 カセンメイ		被災市町村		被害状況

		明治26年10月13日～15日		台風2号		山国川 ヤマクニカワ		中津市他		死者27名、全・半壊家屋845戸、浸水家屋5,100戸

		6,768		台風5号		山国川 ヤマクニカワ		中津市他		死者10名、全・半壊家屋10戸、浸水家屋402戸

		14,168		台風		肝属川 キモツキカワ		高山町他		死者行方不明者259、人全・半壊家屋1,018戸、浸水家屋5,067戸

		昭和18年9月		台風26号		緑川 ミドリカワ		約340		九州の東側を東北東に進んだ台風の影響を受けて18日夜半より降り始めた雨は20日の午前中まで降り続き、大きな災害をもたらした。

						番匠川 バンジョウ		佐伯地方		死者　43名

										傷者　5名

										行方不明者　21名

										全壊家屋　112戸

										半壊家屋　94戸

										流出家屋　143戸

										床上浸水　1,573戸

										床下浸水　4,926戸

		昭和20年9月		台風		嘉瀬川 カセカワ		佐賀市、佐賀郡、小城郡		全壊流出家屋1,074戸、

										浸水家屋4,557戸

		昭和24年8月		ジュデス台風		嘉瀬川 カセカワ		佐賀市、佐賀郡、小城郡		浸水家屋25,552戸、

										堤防決壊78箇所

		昭和28年６月		梅雨前線		遠賀川		直方市　等		倒壊家屋　　　　　　８８９戸

										流出家屋　　　　　　　６４戸

										浸水家屋　　　３８，７９１戸

						筑後川 チクゴガワ		流域全体		死者147名、

										床上浸水49,201戸

						松浦川 マツウラカワ		唐津市、東松浦郡、西松浦郡		死者41名、

										浸水家屋30,537戸

						嘉瀬川		佐賀市、佐賀郡、小城郡		浸水家屋31,032戸

						六角川 ロッカクカワ		杵島郡		死者3名、

										家屋破壊16戸、

										農地冠水8,434ha、

										浸水家屋14,000戸

						矢部川 ヤベガワ		矢部川流域		既往最大

										（詳細不明）

						菊池川 キクチカワ		詳細不明		床上床下浸水15,335戸

						白川 シラカワ		熊本市		死者422名

										傷者1,077名

										家屋被害40,247戸

										田畑被害43,514ha

						緑川 ミドリカワ		約240		梅雨前線の活動により、25日午前より降り始めた雨は夜半から26日午前にかけて小降りとなったが、正午頃より夜半まで強い雨が降り続き、連続雨量は400mm～600mmの大豪雨となり、戦後最大の被害を被った。

						山国川 ヤマクニカワ		中津市他		死者不明46名

										全・半壊家屋1,301戸

										浸水家屋15,692戸

						大分川 オオイタカワ		大分市他		死者行方不明者84名

										家屋流出・全半壊3,330戸

										床上・床下浸水38,582戸

		昭和29年9月		台風12号		大淀川 オオヨドカワ		宮崎市		死傷者・行方不明者26人

								高岡町		家屋流失・全半壊1,615戸

								高城町		床上浸水9,417戸

								都城市等

						五ヶ瀬川 ゴカセカワ		延岡市 外9町		家屋浸水　6,431戸

										死傷者不明者　31人

										堤防決壊　46箇所

						小丸川 チイマルカワ		高鍋町		死傷者・行方不明者60人

		昭和32年7月		梅雨前線		本明川 ホンミョウカワ		諫早市		死者494名

										行方不明45名

										負傷者1476名

										家屋全壊・流失727戸

										家屋半壊575戸

										一部破損919戸

										床上浸水2734戸

										床下浸水675戸

		昭和32年		台風		大分川 オオイタカワ		大分市他		行方不明者8名

		9月5日～7日								家屋流出・全半壊102戸

										床上・床下浸水13,236戸

		昭和37年7月		梅雨前線		菊池川 キクチカワ		詳細不明		床上床下浸水6,389戸

		昭和38年6月		集中豪雨		嘉瀬川 カセカワ		佐賀市、佐賀郡、小城郡		全壊流出家屋25戸、

										浸水家屋219戸

		昭和40年7月		梅雨前線		菊池川 キクチカワ		詳細不明		床上床下浸水928戸

						球磨川 クマガワ		八代市・		死者6名、		9.18m（横石）		873.8mm（五木）

								人吉市等		家屋損壊・流失1,281戸、		5.05m（人吉）		544.5mm（人吉）

										床上浸水2,751戸				576.3mm（八代）

		昭和42年7月		梅雨前線		松浦川 マツウラカワ		唐津市、伊万里市、東松浦郡、西松浦郡		死者19名、

										浸水家屋9,335戸、

										浸水面積1,451ha

		昭和46年06月		梅雨前線		川内川 センダイカワ		川内市		全半壊家屋　 74戸

								えびの市		床上浸水 2168 戸

										床下浸水 1321 戸

		昭和46年08月		台風19号		球磨川 クマガワ		八代市・		死者6名、		9.37m（横石）		461.0mm（五木）

								人吉市等		家屋損壊209戸、		4.23m（人吉）		314.3mm（人吉）

										床上浸水1,332戸				160.8mm（八代）

						川内川 センダイカワ		川内市		全半壊家屋　 35戸

								えびの市		床上浸水 804 戸

										床下浸水 2428 戸

						肝属川 キモツキカワ		鹿屋市他		　死者2人

										　全・半壊家屋70戸

										　浸水家屋409戸

		昭和46年8月		台風23号		大淀川 オオヨドカワ		宮崎市		負傷者4人

								高岡町		家屋全半壊10戸

								高城町		床上浸水294戸

								都城市等		床下浸水1,083戸

		昭和47年6月・7月 ガツ		梅雨前線		川内川 センダイカワ		流域全体		全半壊家屋　157戸

										床上・床下浸水

										4951戸

						松浦川 マツウラカワ		唐津市、伊万里市、東松浦郡、西松浦郡		死者2名、

										浸水家屋2,913戸

						川内川 センダイカワ		宮之城町		全半壊家屋　335戸

								鶴田町他		床上浸水 695戸

										床下浸水 1399戸

		昭和54年6月		梅雨前線		遠賀川		中間市		倒壊家屋　　　　　　１０１戸

								直方市		浸水家屋　　　　６，１６３戸

								飯塚市　等

						川内川 センダイカワ		川内市		全半壊家屋　 13戸

								宮之城町他		床上浸水 209戸

										床下浸水 539戸

		27,935		梅雨前線		肝属川 キモツキカワ		鹿屋市他		　死者4人

										　全・半壊家屋30戸

										　浸水家屋187戸

		昭和51年7月		台風9号		川内川 センダイカワ		川内市		全半壊家屋　　9戸

								宮之城町他		床上浸水 320戸

										床下浸水 958戸

		昭和55年8月		梅雨前線		遠賀川		北九州市		倒壊家屋　　　　　　　１９戸

								　 八幡西区		流出家屋　　　　　　　６７戸

								小竹町　等		浸水家屋　　　　２，２４７戸

						松浦川 マツウラカワ		唐津市、伊万里市、東松浦郡、西松浦郡		死者1名、

										浸水家屋771戸、

										浸水面積1,262ha

						六角川		武雄市、多久市、小城郡、杵島郡		浸水家屋4,835戸、

										農地冠水5,400ha

						白川		熊本市		家屋被害5,400戸

										田畑被害329ha

		昭和55年8月		台風12号		菊池川 キクチカワ		菊池川流域		床上床下浸水3,900戸

		昭和57年7月		梅雨前線		六角川		武雄市、多久市、小城郡、杵島郡		浸水家屋1,939戸、

										農地冠水3,340ha

						本明川		諫早市		死者3名

										負傷者1名

										家屋全壊2戸

										家屋半壊11戸

										床上浸水951戸

										床下浸水1457戸

						菊池川 キクチカワ		菊池川流域		床上床下浸水3,721戸

						球磨川 クマガワ		八代市・		死者4名、		9.93m（横石）		356.0mm（五木）

								人吉市等		家屋損壊47戸、		4.60m（人吉）		340.2mm（人吉）

										床上浸水1,113戸				488.0mm（八代）

						川内川 センダイカワ		川内市		床上浸水 105戸

								宮之城町他		床下浸水 197戸

		昭和57年8月		台風11号		小丸川 チイマルカワ		木城町、南郷村		家屋半壊1戸

										床上浸水1戸、

										床下浸水45戸

		昭和57年8月		台風13号		大淀川 オオヨドカワ		宮崎市		家屋半壊18戸

								高岡町		床上浸水264戸

								高城町等		床下浸水463戸

		昭和60年8月		台風13号		筑後川 チクゴガワ		河口部		床上浸水487戸

										床下浸水1,517戸

		昭和62年07月		梅雨前線		川内川 センダイカワ		宮之城町他		全半壊家屋　 17戸

										床上浸水 　 7戸

										床下浸水 101戸

		S63年5月		　温暖前線の南下に伴い、3日午後から降りはじめとともに、集中的な豪雨に見舞われた。御船川の島木観測所では1時間雨量94mm、3時間雨量235mmを記録し、御船川では下流部で破堤氾濫が発生した。		緑川 ミドリカワ		約280		5.37

		3日～4日

		平成元年7月		台風11号		川内川 センダイカワ		流域全体		全半壊家屋　 45戸

										床上浸水 171戸

										床下浸水 702戸

						大淀川 オオヨドカワ		宮崎市		家屋半壊64戸

								高岡町		床上浸水79戸

								都城市等		床下浸水323戸

		平成2年6月・7月 ガツ		梅雨前線		矢部川 ヤベガワ		大和町、高田町、瀬高町、山川町		床下浸水1,662戸

										床上浸水484戸

						松浦川 マツウラカワ		唐津市、伊万里市、東松浦郡、西松浦郡		浸水家屋480戸、

										浸水面積1,145ha

						嘉瀬川 カセカワ		佐賀市、佐賀郡、小城郡		浸水家屋1,056戸、

										農地冠水2,413ha

						六角川		武雄市、多久市、小城郡、杵島郡		死者1名、

										破堤9箇所、

										家屋損壊47戸、

										農地冠水7,933ha、

										浸水家屋 8,686戸

						菊池川 キクチカワ		菊池川流域		床上床下浸水1,784戸

						白川		阿蘇郡阿蘇町		床上浸水120戸

										床下浸水204戸

										浸水面積23ha

		平成2年9月		台風20号		小丸川 チイマルカワ		高鍋町		家屋半壊7戸

										床上浸水55戸、

										床下浸水204戸

						大淀川 オオヨドカワ		宮崎市		行方不明・負傷者6人

								高岡町		家屋全半壊59戸

								都城市等		床上浸水1,187戸

										床下浸水1,908戸

		平成3年9月		台風17・19号		筑後川 チクゴガワ		日田・玖珠地域		風倒木被害1,500万本

										被害面積19,000ha

		平成5年7月		前線		大淀川 オオヨドカワ		宮崎市		死傷者3人

								高岡町		家屋全半壊14戸

								都城市等		床上浸水771戸

										床下浸水784戸

		平成5年8月		梅雨前線		六角川		武雄市、多久市、小城郡、杵島郡		浸水家屋876戸、

										浸水面積1,630ha

		34,182		前線		肝属川 キモツキカワ		鹿屋市他		　全・半壊家屋26戸

										　浸水家屋605戸

		平成05年		豪雨		川内川 センダイカワ		上流域他		全半壊家屋　 13戸

		40,026								床上浸水 170戸

										床下浸水 423戸

		平成5月8日		台風7号		五ヶ瀬川 ゴカセカワ		延岡市 外5町		床上浸水　388戸

										床下浸水　508戸

										死者　1名　負傷者 11名

		平成05年		豪雨		川内川 センダイカワ		川内市他		全半壊家屋　 9戸

		40,031								床上浸水 102戸

										床下浸水 410戸

		平成5年9月
2日～4日		台風13号		山国川 ヤマクニカワ		吉冨町		床上浸水89戸

								耶馬溪町他		床下浸水36戸

										（直轄区間内）

						大分川 オオイタカワ		大分市他		死者行方不明者7名

										家屋全半壊58戸

										床上・床下浸水3,090戸

						番匠川 バンジョウ		佐伯市、弥生町、		半壊家屋　2戸

								本匠村、直川村		床上浸水　183戸

										床下浸水　1,211戸

		平成7年7月		梅雨前線		六角川		武雄市、多久市、小城郡、杵島郡		浸水家屋340戸、

										浸水面積1,780ha

		H 9年7月		　7月8日から11日にかけて梅雨前線は九州北部に停滞し、南から湿った空気が流れ込み、前線の活動が活発となって、激しい雨が断続的に降り続いた。このため加勢川の大六橋では既往最高水位を記録し、家屋被害が生じた。		緑川 ミドリカワ		約190		4.41

		6日～12日										水位		雨量

		平成9年9月		台風19号		川内川 センダイカワ		上流域他		床上浸水 264戸

										床下浸水 223戸

						大分川 オオイタカワ		大分市他		家屋全半壊1戸

										床上・床下浸水303戸

						番匠川 バンジョウ		佐伯市、弥生町、		床上浸水　163戸

								本匠村、直川村		床下浸水　387戸

						五ヶ瀬川 ゴカセカワ		延岡市 外5町		床上浸水　1,762戸

										床下浸水　1,217戸

										死者　1人

						小丸川 チイマルカワ		高鍋町、木城町		家屋半壊5戸

										床上浸水3戸、

										床下浸水24戸

						大淀川 オオヨドカワ		宮崎市		死傷者5人

								高岡町		家屋全半壊25戸

								都城市等		床上浸水401戸

										床下浸水584戸

						肝属川 キモツキカワ		鹿屋市他		　浸水家屋910戸

		平成11年7月		梅雨前線		本明川		諫早市		家屋全壊1戸

										家屋半壊1戸

										床上浸水240戸

										床下浸水471戸

		平成15年7月		梅雨前線		遠賀川		飯塚市		倒壊家屋　　　　　　　６３戸

								穂波町		浸水家屋　　　　３，３７５戸

								赤池町　等

						川内川 センダイカワ		宮之城町		床下浸水 20 戸

								吉松町
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		災害発生日 サイガイ		災害発生原因 サイガイ		災害が発生した河川名 サイガイハッセイカセンメイ

		明治26年10月13日～15日		台風2号		山国川 ヤマクニカワ

		6,768		台風5号		山国川 ヤマクニカワ

		14,168		台風		肝属川 キモツキカワ

		昭和18年9月		台風26号		緑川 ミドリカワ		番匠川 バンジョウ

		昭和20年9月		台風		嘉瀬川 カセカワ

		昭和24年8月		ジュデス台風		嘉瀬川 カセカワ

		昭和28年6月		梅雨前線		遠賀川		筑後川 チクゴガワ		松浦川 マツウラカワ		嘉瀬川		六角川 ロッカクカワ		矢部川 ヤベガワ		菊池川 キクチカワ		白川 シラカワ		緑川 ミドリカワ		山国川 ヤマクニカワ		大分川 オオイタカワ

		昭和29年9月		台風12号		大淀川 オオヨドカワ		五ヶ瀬川 ゴカセカワ		小丸川 チイマルカワ

		昭和32年7月		梅雨前線		本明川 ホンミョウカワ

		昭和32年9月5日～7日		台風		大分川 オオイタカワ

		昭和37年7月		梅雨前線		菊池川 キクチカワ

		昭和38年6月		集中豪雨		嘉瀬川 カセカワ

		昭和40年7月		梅雨前線		菊池川 キクチカワ		球磨川 クマガワ

		昭和42年7月		梅雨前線		松浦川 マツウラカワ

		昭和46年06月		梅雨前線		川内川 センダイカワ

		昭和46年08月		台風19号		球磨川 クマガワ		川内川 センダイカワ		肝属川 キモツキカワ

		昭和46年8月		台風23号		大淀川 オオヨドカワ

		昭和47年6月・7月 ガツ		梅雨前線		川内川 センダイカワ		松浦川 マツウラカワ		川内川 センダイカワ

		昭和54年6月		梅雨前線		遠賀川		川内川 センダイカワ

		27,935		梅雨前線		肝属川 キモツキカワ

		昭和51年7月		台風9号		川内川 センダイカワ

		昭和55年8月		梅雨前線		遠賀川		松浦川 マツウラカワ		六角川		白川

		昭和55年8月		台風12号		菊池川 キクチカワ

		昭和57年7月		梅雨前線		六角川		本明川		菊池川 キクチカワ		球磨川 クマガワ		川内川 センダイカワ

		昭和57年8月		台風11号		小丸川 チイマルカワ

		昭和57年8月		台風13号		大淀川 オオヨドカワ

		昭和60年8月		台風13号		筑後川 チクゴガワ

		昭和62年07月		梅雨前線		川内川 センダイカワ

		S63年5月3日～4日		前線		緑川 ミドリカワ

		平成元年7月		台風11号		川内川 センダイカワ		大淀川 オオヨドカワ

		平成2年6月・7月 ガツ		梅雨前線		矢部川 ヤベガワ		松浦川 マツウラカワ		嘉瀬川 カセカワ		六角川		菊池川 キクチカワ		白川

		平成2年9月		台風20号		小丸川 チイマルカワ		大淀川 オオヨドカワ

		平成3年9月		台風17・19号		筑後川 チクゴガワ

		平成5年7月		前線		大淀川 オオヨドカワ

		平成5年8月		梅雨前線		六角川

		34,182		前線		肝属川 キモツキカワ

		平成05年		豪雨		川内川 センダイカワ

		平成5月8日		台風7号		五ヶ瀬川 ゴカセカワ

		平成5年9月2日～4日		台風13号		山国川 ヤマクニカワ		大分川 オオイタカワ		番匠川 バンジョウ

		平成7年7月		梅雨前線		六角川

		H 9年7月6日～12日		梅雨前線		緑川 ミドリカワ

		平成9年9月		台風19号		川内川 センダイカワ		大分川 オオイタカワ		番匠川 バンジョウ		五ヶ瀬川 ゴカセカワ		小丸川 チイマルカワ		大淀川 オオヨドカワ		肝属川 キモツキカワ

		平成11年7月		梅雨前線		本明川

		平成15年7月		梅雨前線		遠賀川		川内川 センダイカワ
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肝属川（鹿屋市）姶良川（吾平町）

○シラスは細粒分が比較的多く、密度が小さいため堤防が流水により浸食されやすく､浸
透水で堤体外に流出しやすく吸い出しを受けやすい。また飽和度の上昇に伴い粘着力
が低下するため、法面の表層すべりや引き落としを生じやすい。

大淀川 （宮崎県）
肝属川 （鹿児島県）
川内川 （鹿児島県）

九州の地形・地質特性（シラス）

6



２．九州における近年の災害

7
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発生年 主な河川 6月 7月 8月 9月

平成15年7月 遠賀川（穂波川）

平成17年9月
（台風14号）

大淀川、五ヶ瀬川、肝属川

平成18年7月 川内川

平成24年7月
（九州北部豪雨等）

矢部川、白川、山国川、菊池川
筑後川（花月川）

平成29年7月
（九州北部豪雨）

筑後川（赤谷川、花月川）
遠賀川（彦山川）、山国川

平成30年7月
（西日本豪雨等）

遠賀川、筑後川

令和元年8月 六角川

令和2年7月 球磨川、遠賀川（彦山川）、
筑後川

令和3年7月
令和3年8月

川内川
六角川、筑後川、
菊池川（岩野川）

令和4年9月
（台風14号）

大淀川、五ヶ瀬川、小丸川

令和5年7月 筑後川（巨瀬川）、山国川
遠賀川（彦山川）等

7/9-10

9/17-19

8/11-15

7/9-10

7/4,6-8

8/27-28

7/6-8

7/5

7/3,7/12-14

梅雨期
7/18-19

9/4-7

7/18-23

梅雨入り（平年）
九州北部5/29頃
九州南部5/30頃

梅雨明け（平年）
九州北部7/25頃
九州南部7/23頃

○ 筑後川など西側河川は梅雨前線による豪雨災害、大淀川など東側河川は台風による豪雨災害が発生しやすい。

○ 特に、梅雨末期の7月に大規模な水害が多発する傾向にある。

九州における近年の主な水害

7年連続

8



九州地方整備局

平成２９年７月 筑後川水系赤谷川 福岡県朝倉市

平成２９年７月洪水（九州北部豪雨）

9

筑後川水系赤谷川での洪水、土石流、流木による複合災害



九州地方整備局
令和２年７月洪水

令和２年７月 球磨川水系球磨川 熊本県人吉市

10



九州地方整備局

◇球磨川沿川の道路橋１０橋、鉄道橋３橋が流失

肥薩線 球磨川第一橋梁

国道２１９号 鎌瀬橋（八代市） 沖鶴橋（人吉市）

球磨川第二橋梁と相良橋（球磨村）

令和２年７月洪水

令和２年７月 球磨川 11



防災会議

9月18日19時
（鹿児島市上陸）

935hPa

〇台風１４号は935hPa（観測史上４位）で鹿児島市に上陸。
上陸後勢力を弱めながら、遅い速度20km/hで九州を縦断。

〇宮崎県美郷町で総雨量985㎜（15日0時～19日11時）、
大分県佐伯市で最大瞬間風速50.4m/sを記録。

〇9月17日21:40 鹿児島県全域に暴風、波浪、高潮特別警報
９月18日15:10 宮崎県（宮崎市他）に大雨特別警報

【参考】
最大瞬間風速
・九州１位
屋久島町50.9m/s

・九州本土１位
佐伯市50.4m/s

・宮崎県１位
小林市41.1m/s

9/19 09時
975hPa

9/19 03時
960hPa

9/18 21時
940hPa

9/18 15時
930hPa

9/19 09時
930hPa

R4 台風第14号

H17 台風第14号

令和４年９月台風１４号

9/17 18:00～9/19 18:00
48時間累積レーダ雨量

（統一河川情報システムにより作成した図を加工） 12



令和４年９月台風１４号（五ヶ瀬川の堤防基盤漏水）

大瀬川左岸6k900付近（9月19日）

大瀬川左岸6k900付近 応急対策後（9月20日） 五ヶ瀬川右岸10k700付近 応急対策後（9月26日）

五ヶ瀬川右岸10k700付近（9月21日）

13



●7月9日（日）から７月１０日（月）、梅雨前線の影響により、何度も線状降水帯が九州北部に発生し、豪雨をもたらした。

7月10日 福岡県、大分県に大雨特別警報を発表。

気象庁は福岡県、大分県、佐賀県などに「顕著な大雨に関する気象情報」 を8回発表※（7月10日3時9分～8時29分）。

７/９ ９:00 ～ 7/１０ １８:00 時間累積レーダ雨量
（統一河川情報システムにより作成した図を加工）

雨量レーダー（7/10）（降水帯発生状況）
（気象庁HPより一部引用）

１０日 ７時頃 1０日 9時

１０日10時００分 １０日 １１時００分

※九州地方整備局調べ

令和５年７月洪水（気象・降雨）

14



←筑後川

巨瀬川

筑後川→

陣屋川

太刀洗川

筑後川→

巨瀬川合流点下流

←筑後川

←池町川

↑金丸川

←筑後川
久留米市

広川

寒水川

筑後川→

浸水面積：約4700ha

※本資料は筑後川下流域について、ヘリ調査により確認した浸水実績になります。
※本資料は速報であるため、今後の調査結果等で変わる可能性があります。

浸水箇所：

7月11日10時時点

令和５年７月洪水（筑後川での浸水被害）

15



袋詰玉石

○巨瀬川右岸9k050付近（国管理区間）において護岸の損傷が発生したため、次の洪水
に備えて緊急的に応急復旧工事を実施。

○洪水により河床が低下し、護岸背後の土砂が流出したことが被災の要因と考えられる。

令和５年７月洪水（筑後川水系巨瀬川での護岸被災例）

巨瀬川

延長 70m

中原橋

位置

本復旧のイメージ

応急復旧前

応急復旧後

被災後河床

復旧護岸

被災前護岸

被災前河床

16



令和７年８月 前線による大雨

積算降水量分布図（6～11日）

17
8月8日 1時 8月11日 1時

1時間降水量 1時間降水量

・８月７日から８月１１にかけ、前線の影響により鹿児島・福岡・山口・大分・熊本・長崎に線状降水帯が次々に発生し、豪雨を

もたらした。

８月８日薩摩地方に大雨特別警報を発表。8月11日には熊本県に大雨特別警報が発表。

薩摩地方や熊本県を中心に記録的な大雨となり、緑川本川では観測史上1位の水位を記録。

緑川水系緑川（国管理）２７ｋ０００付近
（８月１１日５時３０分頃）

緑川



令和７年８月 前線による大雨

18

○国道10号網掛橋
○発生日時： 令和７年８月８日（金）発生・全面通行止め
○２４時間連続雨量：４５５mm、時間最大雨量：9１mm/h
○被害規模： 延長約１００ｍ



３．河川管理施設の被災・不具合事例
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• 河岸洗堀により、堤防保安距離が不足した場合、堤防決壊の可能性が高まる。

• 河道内の土砂堆積は対岸の洗掘（二極化）を助長することがあり、監視が重要。

河岸洗堀

侵食（洗掘）による河岸崩壊

：堤防防護ライン ：堤防防護ライン

繁根木川

河岸洗堀

28k000

27k800

20



• 河床低下による基礎工の沈下、あるいは基礎工下の河床洗堀により崩壊したものと想定さ
れる。

• 中小洪水でも低々水路の形状によっては洗堀が発生する。

• 内岸側でも澪筋は容易に変化するため、復旧における基礎の根入れは確実にしておく必要
がある。

山国川

彦山川

彦山川

護岸基礎部洗堀

護岸法面崩壊

護岸背面陥没

遠賀川

護岸背面陥没

侵食（洗掘）による護岸崩壊
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• 護岸基礎部の洗掘により中詰め土が流出し滑り破壊に至ったものと想定される。

• 被災状況から堤体材料には玉石が多く見られる。

• 経年的な洗掘が法面変状等で想定された場合、軽微な段階で予防保全を図る必要がある。

※クラック、打音調査等

花月川
花月川

堤防洗堀 堤防洗堀

侵食（洗堀）による堤防崩壊

22



• 特殊堤箇所は、胸壁、天端被覆工、表裏のり被覆工で覆われており、内部空洞化等の現象
は直接確認できない。

• 築造後、経過年数が長期にわたる施設が多く、全面河床が低下している箇所や天端の陥没
等の変状がある場合には、天端を開削し空洞化等の変状が確認される場合は対策を講じて
おくことが必要である

山国川

彦山川

特殊堤崩壊

特殊堤崩壊
令和５年７月

侵食（洗掘）による特殊堤崩壊

23



自然災害、事故等に起因したインフラ施設への
影響 実例（豪雨による施設損壊）

24

許可工作物の被災事例



４．河川管理基本シートの活用
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維持管理を行う上で重要なこと

○ 澪筋の位置の変遷確認
○ 州の形成状況の確認
○ 護岸に植生が被っている（護岸が見えない）
○ 狭窄部（通常時、洪水時）の確認

2018年

州の形成

植生の繁茂

澪筋の位置

堤防位置

堤防位置

狭窄部

水衝部

26



被災箇所

維持管理を行う上で重要なこと

出水で護岸（石積み）が被災
（被災箇所の現場条件）
・狭窄部
・水衝部（約50年間同じ澪筋）
・植生が繁茂し護岸の目視がしにくい

2018年

州の形成

植生の繁茂

澪筋の位置

堤防位置

堤防位置

狭窄部

被災箇所
水衝部

27



維持管理を行う上で重要なこと

▲植生撤去後の被災箇所

石積みの空洞化

（原因）
・河床洗掘による基礎コンの沈下、陥没
・中詰め材が流出し石積みの折損

（点検時に植生を撤去し目視点検していれば）
・河床洗掘がわかったかも
・基礎工の変状がわかったかも

被災後に感じたこと

28



筑後川45k000 横断重ね合わせ図【昭和56年以降】

〇 平成24年、30年及び令和2年における横断⾯の変化は河床堆積と河岸洗掘が同時期に発⽣している。

〇 平成9年と令和2年の断⾯を⾒ると、河床堆積が約250m2、右岸河岸洗掘が約200m2となっている。

45k000

堤
防
防
護
ラ
イ
ン

維持管理を行う上で重要なこと
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筑後川45k000上下流 垂直写真

堤防防護ライン

堤防防護ライン

維持管理を行う上で重要なこと

30



樹木繁茂状況（H18年）

固定砂州の発達箇所

番匠川

　　　右岸

樹木

　　　左岸

堅田川 久留須川

井崎川

提内川

0K 1K 2K 3K 4K 5K 6K 7K 8K
9K

10K 11K 12K 13K 14K 15K 16K 17K 18K 19K
0.0

0.5

1.0

左
岸

→
右
岸

(最
深

河
床

高
位
置

/
河
幅
）

追加距離(km)

H5 H9 H14 H19 低水路河岸位置(左岸) 低水路河岸位置(右岸)

1K0K 2K 3K 4K 5K 6K 7K 8K 9K 10K 11K 12K 13K 14K 15K 16K 17K 18K 19K
-1.5

-1.0

-0.5

0.0

0.5

1.0

1.5

上
昇
→

｜
←
低

下

平
均

河
床

高
変

動
量

(m
)

追加距離(km)

H5-H19

H9-H19

H14-H19

H19-H19

1K0K 2K 3K 4K 5K 6K 7K 8K 9K 10K 11K 12K 13K 14K 15K 16K 17K 18K 19K
-2.0

-1.0

0.0

1.0

2.0

追加距離(km)

H5-H19

H9-H19

H14-H19

H19-H19

1K0K 2K 3K 4K 5K 6K 7K 8K 10K 11K 12K 13K 14K 15K 16K 17K 18K 19K
0.0

1.0

わ
ん

曲

追加距離(km)

左岸外岸

右岸外岸

9K

整備計画 4,700

セグメント2-2

3,200

セグメント2-1 セグメント2-1セグメント2-1 セグメント2-1

堅田川合流

水路橋

新佐伯大橋

佐伯大橋

長瀬橋
稲垣橋

興人潮止堰

高畠堰

樫野橋

ＪＲ橋

提内川合流

番匠橋

基準地点

小田堰

井崎川合流

山梨子橋
白尾橋

鬼ヶ瀬橋

鬼ヶ瀬堰

風戸橋

常盤堰

笠掛橋

久留須川合流

森下橋
長畑橋

長野津留堰床止

原橋

一矢返橋

セグメント区分

河床勾配

流量

(m3/s)

3,100

1/3,700 1/1,940

2,500

1/890 1/420

1,400

要注意箇所（一次設定）

1/260

背後地の状況
右 岸

左 岸

1K0K 2K 3K 4K 5K 6K 7K 8K 9K 10K 11K 12K 13K 14K 15K 16K 17K 19K18K

-25.0

-20.0

-15.0

-10.0

-5.0

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

標

高
（TP.m）

追加距離(km)

河道管理基本シート 【Ａ川水系Ａ川 0/000～19/000】 事務所名：○○河川国道事務所 作成年月：平成24年11月 流量：整備計画流量

計画堤防高

計画高水位

現況堤防高（左岸）

現況堤防高（右岸）

堤内地盤高（左岸）

堤内地盤高（右岸）

水位（樹木有）

水位（樹木無）

平均河床高

最深河床高

管理基準河床高

左岸山付

右岸山付

左岸農地

右岸農地

左岸市街部

右岸市街部

区間①

区間②
区間③

区間⑥
区間⑤

区間④

要注意Ｂ

（洗掘）

要注意Ｃ

（洗掘）

要注意Ｂ

（堆積）

要注意Ａ

（樹木）

要注意Ａ

（堆積・樹木）

要注意Ａ

（堆積）

← 番匠川

上
昇

→
｜

←
低

下

最
深
河
床
高
変
動
量

(m
)

樹木繁茂状況（H18年）

過去の河道改修
今後の河道改修

１ｋ０0０～１ｋ８００右岸
築堤（灘地区改修事業）（H20～事業中）

９ｋ０００～９ｋ８００左岸
築堤（H18）

１６ｋ３００～１７ｋ０００
河道掘削（時期未定）

１７ｋ７００～１８ｋ２００左岸
築堤・河道掘削（時期未定）

１６ｋ９００～１７ｋ３００
築堤（時期未定）

（代表粒径） （0.39mm） （20.0mm） （42.5mm） （40.0mm） （52.0mm）

堤防詳細点検（要対策箇所）堤防詳細点検（要対策箇所）

河道管理基本シートの位置づけと構成

①現況の評価のための情報

②変化のトレンドを評価するための情報

③河道の基本状況を整理した図

③河道の基本状況を整理した図

平均河床高

最深河床高位置

最深河床高

わん曲

樹木・砂州位置

現況堤防高・HWL・流下能力など
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二極化に対する対応事例（菊池川水系合志川）

①起点／気づき
菊池川左岸9k000付近及び右岸10k200において、経年的な河床低下が見られ、最深河床の位置が

河岸に接近していることから、堤防・護岸の安全性が危惧された。

河川名：菊池川水系・合志川左岸9k000付近、右岸10k200

■S56～S59年にかけて、堤防・護岸が整備された
■左岸9k000付近では、澪筋幅の縮小が見られる
■右岸10k000付近では、護岸整備直後に護岸前面
に澪筋が形成されている。（床堀後の埋戻し形状に
よるものと想定される。）

■最深河床高が経年的に低下傾向
■最深河床の発生位置が河岸に接近

地区名：熊本県菊池市

昭和４６年

昭和５９年

平成３年

9k000

10k000

9k000

10k000

9k000

10k000

昭和４６年

昭和５９年

平成３年

9k000

10k000

9k000

10k000

9k000

10k000

平均河床高変動量

最深河床高変動量

最深河床発生位置

平均河床高変動量

最深河床高変動量

最深河床発生位置

↓河道管理基本シートより抜粋
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③対策工及び今後の管理
・破損が確認された基礎については根継ぎを行い、基礎
前面には現地発生材を用いて捨石を行った。
・澪筋が護岸前面に接近することを抑止するため、澪筋を
河道の中央部に付け替えした。

②対策実施の判断基準の設定（護岸基礎高調査）
・護岸の基礎高調査により、基礎高が明確になったことから、管理基準河床高を左岸9k000付近を
T.P＋34.0m～34.8m、右岸10k00付近をT.P＋37.3mと設定。

・経年的な河床低下状況の把握・予測し、事象の進展による将来の課題を見通しており、対策実施の判断基準も
設定できている事例。

合志川9/000左岸（Ｈ２２．７）合志川9/000左岸（Ｈ２２．７）

施工前（H22.10） 施工直後（H23.2）施工前（H22.10） 施工直後（H23.2）

10k200

澪筋付替

施工断面イメージ

付替後の澪筋 付替前の澪筋

捨石を実施
整備後の断面形状

10k200

澪筋付替

施工断面イメージ

付替後の澪筋 付替前の澪筋

捨石を実施

10k200

澪筋付替

施工断面イメージ

付替後の澪筋 付替前の澪筋

捨石を実施
整備後の断面形状整備後の断面形状

基礎露出状況（H23.1）

10k200右岸付近

基礎露出状況（H23.1）

10k200右岸付近9k000左岸付近

基礎下部洗掘状況（H23.1）

9k000左岸付近

基礎下部洗掘状況（H23.1）

二極化に対する対応事例（菊池川水系合志川）
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ご清聴ありがとうございました。
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